
国家計量標準としての特定標準物質を取り扱うJCSS指定校正機関として培った高品質の技術で、化学分析の未来を支えています。

東京事業所 化学標準部
〒345-0043 埼玉県北葛飾郡杉戸町下高野1600番地 TEL:0480(37)2601 FAX:0480(37)2521

E-mail csd＠ceri.jp URL http://www.cerij.or.jp

※お問合せの際は、右上記載のリーフレット番号をお伝えください。

使用する標準物質の純度が正しく評価されているかどうかということは、分析の現場における定量結果
（測定データ）の精確さに大きく影響します。精確に評価された純度を用いることは、測定データの信頼
性を高めるために重要な要素の一つです。
CERIでは、核磁気共鳴分光法を用いた定量分析（定量NMR法）により、有機標準物質の純度を決定し
ます。国際単位系(SI)にトレーサブルな基準物質を用いて校正することで、トレーサビリティの確保され
た信頼性の高い純度を報告できます。

定量NMR法による有機標準物質の純度の値付けを行います。
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定量NMR法による有機標準物質の校正は、NMIJ*が校正サービスの一つとして行ってきた試験です。
CERIでは、NMIJより技術移転を受け、2015年10月から、定量NMR法による有機標準物質の校正試
験を開始しました。

一つの基準物質で複数の物質の純度を校正できます。
標準物質それぞれの基準物質を開発し純度を決定する
よりも、短期間で多くの標準物質の純度測定が可能です。

農薬等の少量多品種の物質に対応◎

アニロホス インダノファン トルクロホスメチル ブタミホス

イソキサチオン クロルピリホス フェンプロパトリン ミクロブタニル

イソフェンホス ダイアジノン フサライド ワルファリン

80種類以上の有機標準物質の純度校正が可能です。詳細は、お問合せください。

*国立研究開発法人産業技術総合研究所計量標準総合センター

ASNITE認定プログラムに基づき、ISO/IEC 17025に
適合した校正事業者として認定されています。


